研修出張様式５

研修報告書
	所　　属　　南山苑通所リハビリグループ　　　　職　種　介護福祉士　　　　氏　名　田村　美月
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	出張目的　介護従事者のための公開講座受講のため

	出 張 先　　八戸大学

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


　〈考察〉
今回の公開講座はケアマネ向け2講座、一般介護者向け6講座、共通が１講座の中から各自興味深いものを選択する形式でした。日々のレクや体操に取り入れられるよう「せんべい汁体操」や「実践マジック」、一つでも多く認知症の具体的なケアを学ぼうと「実践的認知症ケアを考える」の計3講座を受講しました。
「せんべい汁体操」は、ストレッチと筋力トレーニングを組み合わせて介護予防のために上下肢をバランスよく動かせるよう研究開発されているだけあって、一曲終わると、全身を動かした、と実感できました。使う筋肉に意識を向けることで、「運動した！」という充実感も味わえました。立ちバージョンと座りバージョンがあり、利用者様によってはやりにくい振り付けもあるので、まずは皆様ができる振り付けを抜粋して健康体操におりまぜていきたい思います。余談ですが、間奏のセリフのところにも表情筋を動かすための振り付けがあり、この体操で一番筋肉に違和感を覚えた部分でした。普段自分の表情がこわばっているかもしれない、と危機感を感じ、表情豊かにあろうと思いました。
「実践マジック」は、コミュニケーションツールとして簡単にできるものを学ぶものでした。「簡単」というものの素人には難しく、まだまだ練習が必要です。またマジックには、人を盛り上げるために引きつけたりとぼけたりする話術も必要だそうです。利用者様の喜ぶ姿をイメージしながら納得のいくまで練習し、巧妙なおしゃべりとスムーズなアクションで披露したいと考えています。
「実践的認知症ケアを考える」で、認知症に対する具体的なケアとして挙げられたのはイギリス・ドイツのデータでは「栄養」「運動」「コミュニケーション」、日本のデータでは「昔話」であるとのことでした。「昔話」については、本人の昔話なのか、一般的に伝承されている昔話なのかが明確にされず、またそれ以上、ケアについての講義がなかったのは少し期待外れでした。けれども、席の隣人と握手したり見つめあって感じたことを互いに言い合うという実践の中で「相手と向き合い様子を感じること」や「想いを伝えること」という感覚を喚起することができました。人と接していく上で必要な感覚ですが、ないがしろにしてしまいがちで自分の在り方を見つめ直すいい機会となりました。
〈研修要旨〉
　◆「八戸せんべい汁体操指導者養成講座」
　　・内容：高齢者を中心に、誰でも・いつでも・どこでも・気軽にできる介護予防や健康づくりの健康体操に取り組んで完成したのが「八戸せんべい汁体操」。所要時間3分半のうちに、スクワットや足踏み等22種類の動作を取り入れ、ご当地ソングの「好きだＤｅａｒ！八戸せんべい汁」に合わせ、高齢者でも安全に楽しくできる体操を学ぶ。
　
1、 八戸の高齢化の実態＋要介護防止のため筋力トレーニングの必要性
⇒楽しく、安全に筋力トレーニングを行うため伴奏曲に合わせた健康体操の開発
⇒八戸せんべい汁体操の誕生
2、 八戸せんべい汁体操の特徴
3、 筋力トレーニングの効果　
· 前記1～3の説明の後、体操の実技指導となる。
· 「介護現場で使えて楽しい、実践マジック講座」
・内容：簡単でわかりやすい手品を中心に、おしゃべりしながら高齢者の方々とコミュニケ　　　　　　　ーションをとる手段を学ぶ。
1、 パドルマジック
2、 ハンカチネズミ
3、 ロープマジック
· １～３各マジックの工程を講師指導の下、行なっていく。
· 「実践的認知症ケアを考える」
・内容：講師自身ホームヘルパーという立場である。「認知症ケア」の現状、ケアに関わる人たちの共通の課題、今後の取り組み等を現場目線でクローズアップしながら、よりよい認知症ケアについて提唱していく。
1、 認知症ケアの現状
　　　　　　・認知症予防に効果があるもの⇒・（英）（独）・・・栄養・運動・コミュニケーション
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・（日）・・・昔話
＊前頭葉を刺激するのが効果的
　　　　　　・手当ての実践⇒①握手する・目と目で見つめ合う
　　　　　　　　　　　　　　②感じた想いを発信する
＊何気ないことであるが、ケアの基本である。
2、 共通の課題
　　　　　　・地域包括ケアシステムについての議論の論点
　　　　　　　a.持続可能な制度の構築
　　　　　　　　・保険料上昇に対する財政的な措置
・介護職員処遇改善交付金
・介護拠点の緊急整備　
　　　　　　　
　　　　　　　ｂ.サービス体系の在り方
　　　　　　　　・地域内での介護サービスの提供
・医療と介護の連携体制の強化
　　　　・高齢者の住まいにおける介護サービスの充実、施設の居住環境の向上
　　　　　　　　・介護職員の資質の向上
・認知症を有する者に対するサービスの確保
　　　　
　　　　　　　ｃ.介護保険見直し案
　　　　　　　　・特養等、介護保険施設の医療・看護・介護職員を原則不要とし、外部の事業所から提供する方向
　　　　　　　　・ヘルパー業務における、「料理」「洗濯」等の生活援助は介護保険の給付から外し、地域支援事業の中で自治会やＮＰＯ等が提供する
　　　　　　　　・介護療養病床の廃止
　　　　　　　　・要支援１・２または、要介護１程度の軽度者については保険給付外にする
　　　　　　　　・利用者負担の引き上げ
　　　　　　　　・ケアプランの作成等、居宅介護支援に利用者負担を導入する
3、 今後の取り組み
・ケアのある普通の取り組みを目指して
　　　　・認知症への理解
・身近な人の理解が必要
　　　　・その人の生活の流れ、文化、行動背景を視る、感じる
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